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秋田県におけるリンゴ褐斑病のMBC剤および DMI剤耐性菌の発生状況とその対策

は　じ　め　に

秋田県の果樹栽培は，東北北部の冷涼な気象条件を活
かした寒冷地果樹を主体とし，2022年の果樹栽培面積
は 2,150 ha，そのうちリンゴが 1,220 haと過半を占めて
いる。
リンゴ褐斑病（病原菌：Diplocarpon coronariae）は主

に葉に発生する糸状菌であり，発病後の早期落葉を特徴
とする。多発すると，激しく落葉した影響から果実は着
色不良や小玉，未熟果となる。さらに，光合成量の低下
から樹体の貯蔵養分が不足し，翌年の花芽の充実不良や
花数の不足を招く。一次感染は前年の被害落葉上に形成
された子のう盤から飛散する子のう胞子によって起こ
り，その飛散期間が開花期から 1か月間程度であること
が最近の研究で示されている（猫塚，2024）。発病葉上
には褐色の病斑と分生子層が多数形成され（図―1），湿
度の上昇に伴って分生子層から多量の分生子が噴出
（図―2）した後，雨滴に混じって周囲に分散し，二次感
染を繰り返す。果実には黒褐色の不定形病斑を果面に生
じ外観を損ねる程度であるが，激しい落葉による果実品
質への影響が大きいことから，本病に対する防除の対象
は葉の発病抑制が主体となる。秋田県での本病防除は，
ジチアノン水和剤やマンゼブ水和剤などの保護的な防除
（予防防除）による一次感染阻止および TPN水和剤やス
トロビルリン（以下，QoI）剤による二次感染阻止，さ
らにベンゾイミダゾール（以下，MBC）剤，シプロジニ
ル（以下，Cyp）剤およびテブコナゾール（以下，Teb）
剤などの治療的な効果を期待する防除（治療防除）によ
る二次感染の発病抑制を狙いとしてそれぞれ開花期ご
ろ，梅雨期および 7月下旬に体系化され，普及が図られ
ている。このうち治療防除剤のMBC剤が 1998年に，
さらに 2020年 Teb剤の耐性菌がそれぞれ検出された。
本稿では秋田県で発生しているリンゴ褐斑病において検

出されたこれら 2種の殺菌剤耐性菌について，その特徴
と対応策について述べる。

I　MBC剤耐性菌

秋田県では 1970年代前半から，他産地に先駆けてリ
ンゴの無袋栽培に取り組み，無ボルドー防除体系の普及
が進んだ。ボルドー液はリンゴ褐斑病に優れた防除効果
を示していたが，有機合成殺菌剤による防除体系へとシ
フトするにつれ，徐々に本病の被害が目立つようになり，
1970年代後半には主要病害として扱われるようになっ
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図－1　リンゴ褐斑病
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図－2　噴出した白色の分生子堆

679

植物防疫


